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Recent Seismic Activities in the Kanto-Tokai Area（May-October, 1982）
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　防災センターの関東・東海地域地殻活動観測網に新たに 8 観測点が加わり，地震については，

1982 年 5 月 1 日から合計 44 観測点による定常観測が行われている。新設点を含む全観測点の

分布を第 1 図に，それらの座標を第 1 表に示す。

　1982 年 10 月末までの観測点ごとの日別地震回数を第 2 図に，月別の震源分布を第 3 図に示

す。日別地震回数は，今回から，代表的な観測点 12 個所（ 第 1 図参照 ）についてのみ報告する。

この期間の注目すべき地震活動を以下に摘記する。

（1）伊豆半島東岸の川奈崎付近で，5 月及び 9 月にそれぞれ継続期間数日程度の群発活動が見

　られた。5 月の群発地震は，既報1）の通り殆んどがＭ 2 以下の微小なものであった。9 月の

　活動では，

　　9 月 9 日　13 時 09 分　34.96°N　139.16°E　深さ 19Km　Ｍ＝ 3.8

　が最大であった。この後 9 月 19 日前後には，新島付近で最大Ｍ＝ 3.6 の地震を含む群発活

　動が発生している。

（2）三浦半島南西沖の相模ドラフ付近に一連の地震活動が見られた。Ｍ 3 以上の地震は下記の

　3 個である：

　　5 月 16 日　15 時 46 分　35.02°N　139.49°E　深さ 30Km　Ｍ＝ 3.7

　　8 月 12 日　13 時 33 分　34.96°N　139.52°E　深さ 38Km　Ｍ＝ 5.2

　　8 月 13 日　20 時 37 分　34.95°N　139.50°E　深さ 32Km　Ｍ＝ 3.1

　　これらの地震の発震機構は北西－南東最大主圧力のストライク・スリップ型であった。

（3）神奈川県西部の箱根強羅付近で，9 月 4 日から 30 日にかけて，Ｍ＝ 3.5 を最大とする群発

　地震が発生した。詳しくは別報2）を参照さたい。なおこの間に，国府津－松田断層のほぼ

　真下に下記の微小地震が発生した：

　　9 月 6 日　17 時 39 分　35.31°N　139.21°E　深さ 18Km　Ｍ＝ 2.3

（4）7 月 23 日 23 時 23 分，茨城県沖にＭ＝ 7.0（ 気象庁 ）の地震が発生し，多数の前震，余

　震が観測された。この地震については別報3）を参照されたい。
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第 1 表　防災センターの観測点（ 1982 年 12 月現在 ）

Table 1　Observation stations of the NRCDP as of December 1982.
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Fig. 1　Distribution of the NRCDP stations as of December 1982. The station code enclosed by an ellipse and a 
circle indicates the new station, and the station for which daily frequency of earthquakes is reported, 
respectively.

第 1 図　防災センターの観測点分布（ 1982 年 12 月現在 ）。楕円で囲んだものは新設
　　　　観測点，円で囲んだものは日別地震回数報告点を示す
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Fig. 2　Daily frequency of earthquakes for the representative stations which are shown in Fig.1. Numerals are 
threshold levels of the maximum amplitude for counting the number of earthquakes. Broken bars and 
shaded portions mean partial breakes of observation within one day and for more than one day, 
respectively.

第 2 図　観測点ごとの日別地震回数。数値は地震計数時のスレッシュホルドレベル
　　　　（ 片振巾 ），斜線部は長期欠測，破線は 1 日以内の欠測を示す
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第 2 図　つづき

Fig. 2　（Continued）
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第 3 図　防災センターの観測網による月別震源分布

Fig. 3　Monthly plot of hypocentral distribution by the NRCDP observation net.
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第 3 図　つづき

   Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき

Fig. 3　（Continued）
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